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この地域のタタール人のうち，かなりの部分は都市に居住していて，その数は 1 万 1
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千609人，中央アジアの全タタール人口のほぼ63%に相当した（ロシア帝国国勢調査 2 ）。
































年 6 月 6 日に），トルキスタン総督のカウフマンは国防省に宛てて，トルキスタン地方
では脱走者の大半は，ロシアによる植民地化以前に移住してきたタタール人であると
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は漢口（訳注：武漢市北西部）で茶を，1899年には 5 万ルーブル分，1900年には 9 万
8 千766ルーブル分を仕入れている（ちなみに，ロシア市場に入ってきた茶は，1899年














































































































































































































































社会学部論叢　第22巻第 2 号 2012. 3〔44〕
205
おそらく良い方向には転ぶまい」。なぜなら，「タタールの活動は極めて活発」で，カザ
フ草原を越えシル川のほとりまで達しているのだ（トルキスタン集成 3 ）。
皇帝政府の危惧には，然るべき理由があった。政府の認識では，地域住民に対する書
物やパンフレットの発行がロシア語によるものでないとすれば，それは「タタール語で
なされたものであり，それらが目指すものはロシアの国益全般から大きく外れたもので
ある」（Bartol’d 1927: 135）。シャフタフチンスキーの見解によれば，タタールの出版者
が果たすべき主たる責務は，ロシア文芸に関するロシア語の文献をタタール語に翻訳す
ることである。ロシア文芸は「当然ながら，イスラーム教徒たちに文化性を与える源と
ならなければならない」（トルキスタン集成 4 ）。シャフタフチンスキーは，皇帝政府が
タタール人から奪った役割が何なのかを明解に示している。「願わくば，裕福で教養高
きイスラーム教徒の中からヨーロッパ思想の受容層が生まれ出でよ，―そして，ロシ
ア国内のイスラーム教徒に対するヨーロッパ化が成功した暁には，その動きが近接する
イスラーム諸国にも広まるように」（トルキスタン集成 4 ）。
このようにして，皇帝政府はトルキスタンのタタール人からロシアの影響を広める役
割を奪ったのだった。しかしながら，総じて言えば，皇帝政府の意志に反し，タタール
人の活動は，地域の経済発展，並びにトルキスタンに住む諸民族の文化的な覚醒と啓蒙
に貢献した。
トルキスタン社会の経済・文化生活におけるタタール人たちの積極的な参加は，一方
では好ましからざる競争として，他方ではロシアにおけるイスラーム世界のさらに好ま
しからざる団結と強大化として捉えられていた。法的な制約は，相当程度タタール人の
競争力を削ぎつつも，全体としてはトルキスタン地方の経済的・文化的発展を停滞させ
た。だが，見方を変えて言えば，こうした制約ゆえに，トルキスタンのタタール人たち
が民族・宗教的および文化・習慣的な面でより密接に結びついていかざるを得ない条件
が生まれたとも言える。それゆえ，彼らは自分たちの民族性を保持し，同化の過程に対
抗することができた。総じて言えば，団結・結束・相互協力の過程を通じて，トルキス
タンのタタール人たちは，法的制約にもめげずトルキスタン地方に住む諸民族の文化を
豊かにしながら，地域の社会・経済生活における自らの地位を保持し続けたのである。
（続く）
